


この取扱説明書は，下記のモテルの取扱説明を兼ねています。

モデルによって内容か．相違する場合は，説明を併記しであります。

IF-lOA: TS-711/811の各シリース・用

IF-108: TS-940シリーズ用

I F-1 OC : TS-680シリース・周

取扱説明書は，ご使用の前に必ずお読みになり大切に保管してく

ださい。
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1 . ご使用の前に・・必ずお読みください。

直射日光の当たる所や，発熱物の近くには放置しないでくださし、。

湿度の高い所や，冷たい所から急に暖かい所へ移動しますと製品

に露がつき，故障の原因となりますので，よく乾燥させてからど

使用ください。



2.定格および付属品

2-1.定格

~ごと IF-lOA IF-10B IF lOC 

電源電圧 DCSV DC13.8V DC5V 
消費電流 lOOmA 
使用温度範囲 -10℃一十5b℃
寸法：幅X高さX奥行き

78×20×43 (mm) 78×10×43 (mm) 
（線材などを含まない）

重量 30 g 25 q 45 g 
通信方式 シリアル・インターフェイス

通信速度 4800BPS (Bit Per Second) 
同期方式 調歩同期方式（非同期）

ピy 卜構成 スター卜 lビット，キャラクヲ長.8ビット，ストップ目 2ビット
パリティチェソク なし

信号形式 TTLレベル

ご注意：

定格は，技術開発に伴い変更することがあります。

2-2.接続端子

端子番号 信号名 方向
GND 信号グランド

2 TXD 送信データ 出力
3 RXD 受信データ 入力
4 (i主） CTS 送信可 入力
5 RTS 送信要求 出力

6 NC 無配線

ご注意：
TS 940シリースの場合， 4香ビンは＋5Vにプルア yプされて
います。

コネクターの端子配置 手
(21 ノfλ＂（4)
け~匂 （コネクターを訓IJから

）イあ 見た図）

GND：信号線のグランドで，信号に対しグランド電位を与えま

す。

TXD：トランシーパーからパーソナルコンピュータへシリアル

データを出力するもので，負論理で出力します。

RXD：パーソナルコンピュータからトランシーパーへシリアル

データを入力するもので，負論理で入力します。

CTS：パーソナルコンピュータからの入力信号で，コンピュー

タが送信データを受け入れない時， トランシーパーに対

し送信を禁止するもので，正論理で入力します。（“L”レ

ベルで送信データをストアプする）

ご注意：

TS 940シリーズにはこの機能はありません。

RTS：パーソナルコンピュータへの出力信号で， トランシーパー

が，受信データを受け入れない時，コンピュータに対し，

送信データを禁止するもので，正論理で出力します。（“L”

レベルで，コンビュータに禁止要求）

2-3.付属品

EPROM (IF-10A/10Bのみ）一

ボス (IF1 OAのみ） 一… ・・・・ ・一一……・ ・一一 一－一 一…..2 

なべねじ（IFlOA/lOCのみ）－－－－－… 一－－－ 一・・…・………2

ノTインドねじ(IF1 OBのみ）－－………一一…・・…・…・…・・・・・…..2 

ブレジャタソプタイトねじ（IFlOCのみ）・……・・・・…・…・………4

DINコネクター取り付け金具（IFlOA/lOCのみ）……………… I

取扱説明書・．．
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3.取り付けおよび接続

3-1. IF-10Aの取り付け

ご注意：

トランシーパーのカバーを取り外す前に ACコードのプラグをコ

ンセントから必ず抜いてください。

1. (Bドライパーで上側カバーのねじ（8本）を外す。

2.上側カバーを外す。

3. コントロールユニット（X531410-00）の＠印のねじ（2本）を

外し，ボス（2本）を取り付ける。（図3-1)

4.ユニットのコネクター（7Pおよび9P）をコントロールユニッ

トのコネクタ－ (J5およびJ6）に接続する。

5. 3で外したねじ（2本）を用いてユニットを固定する。

6. 

7. 
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8. コントロールユニットのソケット（ICS）に付属のEPROMを

差す。 EPROMとソケットの切りかきが合うようにしてくだ

さい。

ご注意：

EPROMは向きを間違えないように確かめてください。

9.上側カバーを元どおりに取り付けて完了です。

3-2. IF-108の取り付け

ご注意：

トランシーパーのカバーを取り外す前に ACコードのプラグをコ

ンセントから必ず抜いてください。

1. (Bドライパーでトランシーパーの上側カバーのねじ（8本）

を外す。（図3-2)

2.上側カバーを外す。

3.スピーカー取り付け金具のねじ（4本）を外す。（図33) 

4.スピーカー取り付け金具全体を持ち上げ、 ATユニット側へ

起す。（図3-4)

ご注意：

この時，ワイヤーハーネスを引っ掛けないよう十分注意して

ください。

5.デジタルAユニット（X54-1830-00）のシールドカバーの取り

付けねじ（8本）を外し，ケース外債uへ傾ける。（図3-5)
ご注意：

この時，ワイヤーハーネスを傷っけないよう十分注意してく

ださい。



6. デジタルAユニット上の六角ボスにインターフェイスユニッ
トをなべねじで取り付ける。 スピーカー取り付け金具

7.デジタルAユニット上にあるコ不クターをインターフェイス

ユニットに接続する。 コードクランプ

8. デジタルAユニットのソケット（IC20）に EPROMを差す。

EPROMとソケットの切りかきが合うようにしてください。

ご注意：

EPROMは向きを間違えないように確かめてください。

9. シールドカバーを元どおりに取り付ける。

ご注意：

リード線を狭まないように確かめてください。

10. デジタルAユニットの左側のコネクターがしっかり結合して

いることを確かめてください。
ねじ（ 4本）を外す 図33 

11. スピーカー取り付け金具を元どおりに取り付ける。

12.上側カバーを元どおりに取り付けて完了です。

T 菅

ねじ（ 8本）を外す スピーカー取り付け金具

シールドカバー

図3-4
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スピーカー
取り付け金具 3-3. IF-lOCの取り付け

取り付け方法は， TS680S/680Vに付属の取扱説明書を参照して

ください。

3-4.コンビュータ接続時の注意

1 トランシーパー，パーソナルコンピュータ，インターフェイ

スなどの電源、を必ずOFFにしてください。

2.結線が正しいか確かめてください。

図3-5 トランシーパーの出力はパーソナルコンピュータの入力に，

トランシーパーの入力はパーソナルコンピュータの出力に接

続します。

例えば，

トランシーパーの送信データφ→コンピュータの受信データ

トランシーパーの RTS ・→コンピュータの CTS

3. コンピュータの伝送速度は4800BPSになっているか確かめ

てください。

4. コンピュータのビット構成は正しいか確かめてください。

スタート : 1ピット

キャラクタ長： 8ピット

ストップ : 2ピット

パリティ ：なし

一
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く
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で

注
イ
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ご
ワ
な

ユニット
(X54-1830-00) 

IF 108 
図3-6
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4.操作

4-1. トランシーバーをコントロールするためには

コンピュータの情報はバイト単位で扱われ，これを送る方法とし

てシリアル方式とパラレル方式があります。シリアル方式は1つ

の回線で時間分割的に送る方式で，回線の本数が少ない，ノイズ

の影響が少ないという利点があります。また，’データのやりとり

をどのようにするかによって同期式と非同期式に分けられます。

さらに 1秒間に何ピットのデータを送るかによって，伝送速度が

定まり，単位に「ボー」を使用します。

トランシーパーをコントロールするためにコンピュータとの接続

線は，送信データ仔豆百），受信データ（R豆D),GNDの3本が
あれば可能です。しかし，情報のやりとりが多くなると，データ

の処理速度より，データの伝送量が多くなるため，制御ラインと

して RTS,CTSを使用し，データ伝送を可能にします。

インターフェイスを電気的に分類すると，一般的には RS-232C,

TTLレベル，カレントループと呼ばれるものがあります。

IF-lOA/lOB/lOCはTTLレベルを採用しています。 TTLレベル

とは， TTL-ICの入出力をそのまま使用したもので， Lレベルが

0 V, Hレベルが5Vになります。

一般にパーソナルコンピュータは RS-232Cのシリアルポートを

持っています。 RS232CはLレベルがー12V, Hレベルが＋12

V （規格ではLレベルが－ 5一一15V,Hレベルが＋ 5 -+15V) 
ですからトランシーパーと接続する場合，レベル変換をしなけれ

ばなりません。 IF-232Cはこのレベル変換を行うことができます。

トランシーパーを送信状態にしたい時，コンピュータからトラン

シーノfーへ“TX；”の文字列をアスキー（ASCII）コードで送る

と送信状態になります。この“TX：，”という文字列は「トランシー

パーを送信状態にする」と決められた命令の一つです。トランシー

パーには，この命令が21-30種類用意されており，これをパーソ

ナルコンピュータのプログラムでf吏用することにより，自由にコ
ントロールすることができます。ここでパーソナルコンピュータ

から“TX；”という命令を出力させるためには，パーソナルコン

ピュータ側でBASIC言語などを使用してプログラムを作成しな

ければなりません。プログラムの作成についてはパーソナルコン

ビュータにより，異なりますのでそれぞれのパーソナルコン

ビュータのマニュアルおよび4-2項を参照してください。

4-2.パーソナルコンビュータのプログラム

ノfーソナルコンピュータでトランシーノfーをコントロールするに

は，まずRS232Cの入出力を行う必要があります。ここではそ

の方法について簡単なプログラムを使用して説明します。例とし

て取り上げるパーソナルコンピュータは NECのPC-8001

(N80-BASIC）およぴPC-8801(N88-BASIC）ですが，他のモデル

についてはそのパーソナルコンピュータのマニュアルを参照して

ください。

RS-232Cを使用するには初期設定を行い，その後，入力，出力

を行います。 PC-8001(N80 BASIC）およびPC8801 (N88 BASIC) 

を使用する場合のプログラムは次のとおりです。

7 



PC 8001 (N80-BASIC) PC 8801 (N88 BASIC) 

POKE&H8001, &H23 

初期 POKE&H8000, &H7F OPEN“COM: N83”AS 

設定
OUT &HE6, 4 #1 

OUT &HE4, &HFF 

INIT % 1, &HCE, &H27 

入
RX$=INPUT.$ ( 1 , % 1) RX$=INPUT $( 1，非 1)

力 （文字変数RX$に1文字 （文字変数RX$に1文字

入力する。） 入力する。）

出
PRINT % 1 , TX$ PRINT # 1 , TX$ 

力 （文字変数TX$を出力す （文字変数TX$を出力す

る。） る。）

• PC-8001 (N80-BASIC）を使用する場合
プログラム 1のように入力してください。

プログラム l

・サンプルプログラム

このプログラムはキーボードから入力した文字を，ディスプレ

イに表示すると共にトランシーパーへ出力したり， トランシー

パーから出力されたデータをディスプレイに表示させることが

できます。このプログラムで動作の確認をしてください。キー

ボードから入力すると次のようになります。

FA；・・ H ・H ・.....・ H ・－－－パーソナルコンピュータのキーボードで入力

F A00014000000；……...・ H・.....・H ・－－…－トランシーパーからの出力

IF; ・・・・ H ・－…...・ H ・－…パーソナルコンピュータのキーボードで入力

IFOOOl 400000000010 + 00000030102000 ; 
・・トランシーパーからの出力

100 POKE &H8001,&H23 : POKE &H8000,&H7F 

110 OUT &HE6,4 : OUT &HE4,&HFF 

120 INIT %1,&HCE,&H27 

130 

140 TX$=INKEY$ 

150 IF TX$＜＞”” THEN PRINT %1,TX$; : PRINT TX$; : IF TX$＝”；” THEN PRINT 
160 IF PORT CD THEN RX$=INPUT$ Cl, %1) : PRINT RX$; : IF RX$＝”；” THEN PRINT 
170 

180 GOTO 140 

8 



• PC-8801 (N88 BASIC）を使用する場合

プログラム 2のように入力してください。

プログラム 2

100 OPEN”COM:N83” AS将1
110・
120 TX$=INKEY$ 
130 IF TX$＜＞”” THEN PRINT持1,TX$; : PRINT TX$; : IF TX$＝”；” THEN PRINT 
140 IF LOC(l) THEN RX$=INPUT$(1,#D : PRINT RX$; : IF RX$＝”；” THEN PRINT 
150’ 
160 GOTO 120 

次のプログラム 3は，命令のパラメータの状態が分かりやすいよ ぴプログラム 2を参考にしてプログラムを修正してください。プ

うに作成しであります。プログラムは， PC8801 (N88 BASIC）用 ログラムを実行しますと下図がディスプレイに表示されます。

ですが，他のパーソナルコンピュータの場合はプログラム 1およ

co門『寸《t・・.JD TEST  PROGRA門

T：戸： D《了向

． 
1 s 1口 15  20  25  3口 35  

R>< DAT向

1 s 1口 15  2口 25  3口 35  
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タが， RXDATAの欄に表示されます。このプログラムにより，

命令表が一層理解できると思います。

キーボードから入力すると TXDATAの欄に表示されると共に

トランシーパーに出力されます。また，トランシーパーからのデー

．，．，．，．，．，．，．， 

”
”
”
”
”
”
”
．
，
．
，
．
，
．
，
．
，
．
，
．
，
．
，
 

1

1

1

1

1
，
，
，
，
，
，
，
，
 

’
’
’
’
’
’
’
’
 

I
l
l
1
1
1
 

PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT”l 
PRINT”l 
PRINT”l 
PRINT”l 
PRINT守ll
PRINT” 
PRINT”｜ 
PRINT”l 
PRINT”l 
PRINT”l 
PRINT”I 1 
PRINT” 

3 CLS 0,25,1,0 CONSOLE 40,25 

” 
PROGRAM 

TX 

RX 

5 

set flag 

FL=l 

＆ address cursor 

’－－－－－－－－－－ 

CY=Y CX=X Y=5 

clear buffer ＆ open 

持1

TEST COMMAND 

DATA 

35 

35 

RS-232C 

AS 

30 

30 

’－－－－－－－－－－－ 
， 

”COM:N83” 

25 

25 

プログラム 3

100 WIDTH 
110 
120 
130 
140 
150 
160 
170 
180 
190 
200 
210 
220 
230 
240 
250 
260 
270 
280 
290 
300 
310 
320 
330 
340 OPEN 

20 

20 

15 

15 

10 

10 

DATA 

5 

X=l 
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350 IF LOC (1) THEN RX$=INPUT$ <1, #1) : GOTO 350 
360 
370 ・一一一一－ main routine 
380 
390 TX$=INKEY$ : IF TX$く〉”” THENGOSUB 460 
400 IF LOC (1) THEN RX$=INPUT$ (l, #1) : R0$=RD$+RX$ ELSE GOTO 390 
410 IF RX$＝”；” THEN LOCATE X,Y+6 : PRINT RD$; : RD$＝”” 
420 GOTO 390 
430 
440 ・ー一一一ー tx data subroutine 
450 
460 IF TX$く”” THENRETURN 
470 IF FL=l THEN CX=l : LOCATE CX,CY: PRINT SPC(38); : FL=O 
480 PRINT #1,TX$; : LOCATE CX,CY: PRINT TX$; 
490 CX=POS <0) : IF CX=39 THEN CX=l 
500 IF TX$＝”；” THEN FL=l : LOCATE X,Y+6 : PRINT SPC(38); 
510 RETURN 

以上のようにしてプログラムを作成していきます。プログラム 1

～ 3は命令を理解していただくもので，実用的なものではありま

せん。用途に合わせてプログラムを作成してくださしミ。
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MC109目

TS 680/711/811の各シリーズは，メモリーパンクがありませ

んので上記の設定方法でも有効となりますが，次のような設定

および命令の終りを

」L
T,I 

下の例のように命令，パラメータ，

示すターミネータにより構成されます。

4-3.命

命令は，

方法でもかまいません。（例）

FA00007000000; 口には“；”以外のキャラクタを入れる。MC口09;…VFO Aを7MHzに設定する

ターミネータ

「

令
1
命

2文字の英文字で，大文字または小文字0

．ノTラメータ

パラメータは命令を補うもので，命令により使用するパラメー
けた

タが決められています。また，パラメータには桁数も決められ
けた

ており，命令には指定されたパラメータ数と桁数が一致してい

なければなりません。機種によって，命令で定められたパラメー

タが該当しない場合があります。この場合，ダミーとして“；”
けた

（ターミネータ）以外のキャラクタで桁数をそろえてください。

例えば， MC（メモリーチャンネルの設定）という命令は， 1桁
けた

のメモリーパンクと 2桁のチャンネルの2つのパラメータがあ

り，パンク 1の9チャンネルを設定する場合，次のようになり

ます。

次に誤りの例を示します。

入をタ均ノ一フ

い

ヲ

ゐ

ヤ

引

な

す

キ

い

同

沙

と

持

参

r
h

，刀

9

司

ヲ

ト

万

い

対

数

0

不

。

数

ι
よ
米
女
主
汀
土
こ
、
ー
た
」
汀

－

ye

〉

j

L

F

l

l

し

f
L
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ほ

の

ル

聞

な

t
p

定

イ

ル

ネ

タ

け

ル

指

ト

ネ

ン

一

い

ネ

ク
－
J

ン

ヤ

メ

は

ン

ン

ヤ

ヤ

チ

ラ

て

ヤ

パ

hv
チ

9

パ

れ

チ

MC09; 

MC19; 

MCu l〕 09u,

ノfラメータ

l入., ・命

MC1009; 

・ターミネータ

命令の終了を示すもので“，”（セミコロン）を必ず入れなけ
けた

ればなりません。ターミネータは命令により何桁目にくるか定

められています。
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4-3-1.命令の種類

「設定コマンド

「入力コマンド一一一一一寸 （状態を設定する）

｜ （トランシーバーに入力する し読み出しコマンド
命令-j
｜ （応答コマンドを要求する）

」出力コマンド 応答コマンド

（トランシーパーに出力する） （状態を出力する）

命令は，上記のように分類されます。例えば， FA(FREQUENCY 

VFO A）というコマンドは次のようになります。

・周波数を 7MHzに設定する場合コンピュータからトランシーバー

へ次の命令を送ります。

FA00007000000，…一…ー・・…一一…・ー設定コマンド

• VFO Aの周波数を読みたい時コンピュータからトランシーバーへ

次の命令を送ります。

FA，………………………・...・ H ・－－－読み出しコマンド

．上記の読み出しコマンドを送ると次の情報を返します。

FA00007000000；…ー ………  …一応答コマンド

4-3-2.エラーメッセージ

トランシーパーからは応答コマンドが出力されますが，それ以外

にエラーが生じた場合， トランシーパーはエラーメッセージを出

力します。

・コマンドの文法が間違っている場合

つ
・文法は正しいがセットの状態により，実行されな

かった場合（状態によっては，出力されない場合

があります）

通信エラーが発生した場合（シリアルデータ伝送時

E・ にオーバーランエラー，フレーミングエラーを発生

した場合）

。 受信データが処理しきれないにもかかわらず，受信
データが送られてきた場合

13 



富AUT:c.附 ION
命令衰の見方

命令がどの機種で使用できるか示

す。

4-3-3. 

TS 680/711/811/940の各シリーズ

IFコマンドのパラメータのいずれかが変わった場合，

をセットから送り出す機能を ON/OFFする。

自

該当機種

機
能命令の機能

10 

同τ1ー巳
M

設
定
コ
マ
ン
ド

セットを設定するための命令の書式
けた

を示す。 1, 2桁目に斜線のあるも

のは，設定コマンドがありません。

I I I I 

19 20 21 22 23 

入
力
コ
マ
ン
ド

10 

仁平71
4 読

み
出
し
コ
マ
ン
ド

L一一」
22 23 

L一一」
20 21 18 19 令

も
命

る
の

あ

め

の

た

線
す

斜

出

に
み

目

読
陀
桁

を

2

能山主人

t
i

の
1

「リノセ

10 2 3 4 5 6 7 8 9 

"' IパラメータはIFコマンドを参照
I - I I I I I I I I 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 

応
答
コ
マ
ン
ド

の書式。

のは，読み出しコマンドがありませ

ん。
出
力
コ

令

の

ま

命

線

り

る

斜

あ

れ

に

が

さ

目

ド

力

問

桁

ン

出

2

マ

A

勺

’

コ

か

1

答

一

応

、♂、，
，
，
，
 

一

は

シ

の

ン

も

ラ

る
ト

あ

36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 

(1) IFコマンドのパラメータの変化を約1.5秒毎にチェック

(2) TS 680/940の各シリーズの場合，スキャン動作中また

の書式を示す。

解
説

せん。

14 



パラメータの機能

動的に！Flコマンド Pl 1 ( AIのON/OFF

11 12 13 

24 25 26 

11 12 13 

24 25 26 

11 12 13 

24 25 26 

37 38 39 

する。もし変化した場合は自動的に IFコマンドを出力する。

は同調つまみの回転中はチェック時間が1.5秒より長くなります。

コマンド書式のパラメータに対応

パラメータ表に記載された書式No.

と対応。パラメータの書式は，パラ

メータ表を参照してください。

パラメータの機能

命令の使用法や詳しい機能とそれに

関する注意。

15 



4-3-4.パラメータ表

書式恥 名称、 桁数 書 式 書式No 名称 Hr数 書 式

1 SW 1 0 =OFF I二ON

1 =LSB 5 = AM (TS 680/940の各
2 =USB シリーズのみ）

2 MODE 1 
3 =CW 6 =FSK (TS 940シリーズ
4 =FM のみ）

7 = CWN (TS-680シリー
ズのみ）

メモリーチャンネル
O＝受信側 1 ＝送信側

9 (TS-680/711/811の各シリーズの
スプリット指定 み）

O＝ロソクアウトしない

10 
メモリー 1 ＝ロ yクアウトする

ロソクアウト (TS 680/711/811の各シリーズの
み）

0 =VFO A 2 =MEMORY 11 TX/RX O二受信状態 1ニ送信状態

3 
1ニVFOB 3 =CALL 

FUNCTION (CALLはTS711/811の各シリーズ
のみ）

けた

00-31までの 2桁で表わします。。。
12 通過帯域周波数 2 がノーマル状態（広帯域）で31が狭

帯域です。（TS-940シリーズのみ）
けた

1 Hz単位で， 11桁で表わす。 0 =SIMPLEX 

4 周波数 11 （例） 00007200000・ ・ ・7. 2MHz 

10GHz 1MHz lHz 
lkHz 

13 OFFSET 
l=+ 
2＝一
(TS-811シリーズのみ）

tすた

桁伊T目が“十”または“一”で，残る 4
5 RIT周波数 5 は， IHz単位の周波数。

（例） +5320・・・＋5.32kHz
けた

けた

01-37の2桁で表わす。トーンセレ

14 
TONE 

2 
クト中に Mch部に表示される数字

周波数 に対応。
(TS 811シリーズのみ）

1 Hz単位で， 5桁で表わす。

6 STEP周波数 5 (TS-711/811/940の各シリーズのみ）
（例） 01000・ ・ ・ lkHz 

Itた

6桁で表わす。（例）JAIYKX

15 コールサイン 6 (TS 711/811/940の各シリーズの
み）

7 メモリーチャン平｝レ 2 
2桁で表わす。
（例） 02・・・2チャンネル
けた

けた

16 モデルナンハー 3 
セットごとに定められた， 3桁の数
十，~『。

8 メモリーパンク
l桁で表わす。（TS940シリーズの
み）

16 



4-3-5.命令使用上の注意

機種 i主 意、 機種 i主 音

TS 680 受信データのうちコントロールキャラクタ（00 TS-940 キーボードによる周波数の入力中や， T F SET 

TS-711 一lFH）は無視されて捨てられます。 シリーズ キーを押し続けている時は受信データは処理さ

TS 811 れません。

TS 940 TS 680 MWのコマンドを使用し，スプリ y トチャンネ
の各シリーズ TS-711 ルの送信周波数を書き込む場合， MODEには，

TS 680 エンコーダが急速に回転中は，命令の実行が遅れる場合が TS 811 1 - 7の中のいずれかを，メモリーロ y クアウ

TS 940 あります。 の各シリーズ トには 0または lを入れてくださし、

の各シリーズ

TS 940 Mch動作時， MW（メモリーライト）コマンドは実行できま

シリーズ せん。

4-3-6.命令一覧表

適用機種 J日fl メIぅ3、
メロfl、 メn》、 機 ムHレ[; 

TS 680 T S 711 T S -811 T S 940 掲載ページ
シリース ンリーズ ンリーズ ンリース

Al AUTO INFORMATION 。 。 。 。 19 

AT ANTENNA TUNER 。 20 

DI DCL ID 。 。 21 

DN/UP DOWN/UP 。 。 。 。 22 

DS DCL SYSTEM 。 。 23 

FA/FB FREQUENCY VFO A/FREQUENCY VFO B 。 。 。 。 24 

FN FUNCTION 。 。 。 。 25 

17 



適用機種 メロ〉ロ、 メ1》3、
ロZ』n メ刊〉、 機 ム円レE 

T S 680 TS 711 T S -811 TS 940 掲載ペーシ
ンリース シリース シリース シリース

HD SCAN HOLD 。 26 

ID ID 。 。 。 。 27 

IF INFORMATION 。 。 。 。 28 

LK LOCK 。 。 。 。 29 

LO LOCAL 。 30 

MC MEMORY CHANNAL 。 。 。 。 31 

MD MODE 。 。 。 。 32 

MR MEMORY READ 。 。 。 。 33 

MS MEMORY SCAN 。 34 

MW  MEMORY WRITE 。 。 。 。 35 

OS OFFSET 。 36 

RC RIT CLEAR 。 。 。 。 37 

RD/RU RIT DOWN/RIT UP 。 。 。 。 38 

RT RIT 。 。 。 。 39 

RX/TX RX/TX 。 。 。 。 40 

SC SCAN (_) 。 。 。 41 

SH/SL SLOPE TUNE HIGH/SLOPE TUNE LOW 。 42 

SP SPLIT 。 。 。 。 43 

ST STEP 。 。 44 

TN TONE NUMBER 。 45 

TO TONE 仁〕 46 

VB VBT 。 47 

VR VOICE RECALL 。 。 。 48 

XT XIT 。 49 

18 



区EAUTO INFORMAT削
該当機種別80／山川4叫シリーズ パラメータ［書式！パラメータの機能

． 
機 IFコマンドのパラメータのいずれかが変わった場合，自動的に IFコマンド Pl 1 1 j AIのON/OFF

能 をセットから送り出す機能を ON/OFFする。

ーF員疋4又凡－． 1 2 3 』 5 6 7 8 9 IO 11 12 13 

I A I I I Pl I ; I 
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
入マ
力ン I I I I I I I 

コ ド

マ、ノ 百午先 1 2 3 4 5 6 7 8 9 IO 11 12 13 

ド色 レィ－－－－－－－－1

主 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

ド

l 2 :l 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I I F I パラメータは IFコマンドを参照 ｜ 
出応 I I 

力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

マコ マコ I I I I I I I I I I I I I I 

ンン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 3n 37 38 39 

ドド I I I I I 

(1) IFコマンドのパラメータの変化を約1.5秒毎にチェ yクする。もし変化した場合は自動的に IFコマンドを出力する。

告 (2) TS 68刷 0の各シリーズの場合 スキャン動作中または同調つまみの回転中はチエソク時聞が1.5秒より長くなりますo

19 



区E ANTENNA TUNER 
該当機種 TS-940シリーズ 書式 I パラメータの機能

機能
アンテナチューナーのスタンパイを行う

疋設，..，.三， 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I A I T I 1 I ; I 
コ

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 マ

力 ン

コ ド
で＜
言完 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン み
レィ／｜ド 出

し
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ

可否r
ン
ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 応、
I .－－－－－－－子／｜

力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
守'7 マ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解説

20 



匝EDCL ID 
該当機種 TS-711/811の各シリーズ パラメータl書式 ｜ パラメータの機能

機能
DCLのコールサイン読み出し Pl 15 j相手局のコールサイ

ン

P2 15 ：白局のコールサイン
I 2 3 4 5 6 7 8 9 JO 11 12 13 

設r疋A三ー， ｜~／イ／｜
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
守三F

入 ン
力 ド
コ
てr 読 I 2 3 4 5 6 7 8 9 JO 11 12 13 

ン λk 
I D I I I ; I ド 出

し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
ご2

ーマ
ン
ド

I 2 3 4 日 6 7 8 9 JO 11 12 13 

出 応 I D I I I I Pl I I P2 I 
力 空ι史0 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ （；｜ てr マ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

相手局のコールサインを受信したらすぐ読み込んでください。 DCLシステムは常にコールサインの解読を行っていますの

解説 で，ノイズなどにより誤ったコールサインに書き代わる場合があります。

21 



[[HJ CTLEJ DOWN/UP 

該当機種 TS 680/711/811/940の各シリーズ 書式 ｜ パラメータの機能

機能
マイクロホンの UP/DOWNスイッチと同じ機能

r圭匝疋ム1Rー・. 
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 
l2 ｜［ UP  

コ
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
て＜

力
ン

コ
ド

マ 言売 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
ン み

レィ／｜ド 出
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ
てず

ン
ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 応 ｜／イ／｜
力 生L文0 14 15 16 17 18 19 28 21 22 23 24 25 2n 

コ コ
マ ーミF

ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解説

22 



匡司 DCLロSTEM

該当機種 TS 711/811の各シリーズ 書式 ｜ パラメータの機能

機能
DCLシステムの ON/OFFの設定および読み出し Pl 1 j DCLのON/OFF

さ定目き又凡，
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I D I s I Pl I I 
ヨ

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
て7

力
ン

コ ド
てr 壬ロ士ノ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
ン z，、 I D I s I ; I ド 出
し

14 15 16 17 18 19 28 21 22 23 24 25 26 
ごZ

ーマ
ン
ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 応、 I D I s I Pl I ; I 
力 空レ支a 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
マ てr
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解説

23 



匡E匡E FREQUENCY VFO A/FREQUENCY VFO B 

該当機種 TS-680/711/811/940の各シリーズ パラメータ｜ 書式 ｜ パラメータの機能

機能
VFO AまたはVFOBの周波数の設定および読み出し Pl 4 ；周波数

I号疋同：瓦ーU， 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
E_」』

I Pl I FB  

コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
てミ「

｜；｜ 
力 ン

コ ド
マ 差旨冗土 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
ン み E_」主

｜；｜ ド 出 FB  

し
::i 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

竺ヨr
ン
ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
_E_A 

I Pl I 出 応 FB  

力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ ｜；｜ 
て7 てず

ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解
説
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匡回 FUNCTION

該当機種 TS-680/711/811/940の各シリーズ パラメー引 パラメータの機能

機能
VFO A, VFO B, MEMORY, CALLの設定 Pl 3 : FUNCTION 

(CALLは， TS-711/811の各シリーズのみ）

設F疋4三ー．
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I F I N I Pl I ; I 
コ
マ

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力
コ
ド

て7 ー函YゴkC I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
ン み

しィ－－－－－－－ 1ド 出
し

14 16 17 18 19 20 二I 15 21 22 23 24 25 26 

て7

ン
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 応、
レィ／｜

力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
て7 てr
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解
説
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巨:filSCAN HOLD 

該当機種 TS-940シリーズ パラメータ｜ 書式 ！ パラメータの機能

機目E
スキャン動作の一時停止 Pl ( SCAN HOLDの

] ON/OFF 

F亘疋壬：F三L 『．
2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 

I H I D I Pl I I 
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
てす

入 ン
力 ド
コ
マ ニ日フ土L 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 

ン み I H I D I ; I 
ド
出
し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ
ーマ
ン
ド

2 3 4 5 6 7 8 9 JO 11 12 13 

出 応、 I H I D I Pl I I 
力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
てr 7 
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解
説
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[TI] ID 

パラメータの機能

MODEL 

ナンバー

TS 680 ……・・・006

TS 711 …・・…001 

TS-811……・・002 
TS-940……・・003 

式書パラメータTS 680/711/811/940の各シリース該当機種

16 ’EA
 

P且パーソナルコンピュータがどのセットに接続されているかを認識するための

MODELナンバーを読み取る

13 12 11 10 

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

機
能

設
｛
疋
コ
マ
ン
ド

13 12 10 11 

D 

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

読
み
出
し
コ
マ
ン
ド

入
力
コ
マ
ン
ド

寸
12 11 10 

三LPl 
L___」」E L一一一」

25 24 

l 
23 22 17 

応
答
コ
マ
ン
ド

出
力
コ
マ
ン
ド

39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 

解
説
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ITIJ INFORMATION 

該当機種 TS 680/711/811/940の各シリーズ パラメータ｜ 書式 I パラメータの機能

セットの状態を読み出す
Pl 4 ：表示品l波数

機能
: STEP周波数

P2 6 TS 711/811/940の
：各シリ スのみ

2 3 1 5 6 7 8 9 10 11 12 13 P3 5 RIT周波数
号nxπa 

じiオ P4 ．． RITのON/OFF'
r疋ム三ー．

I 一一L ¥ XITのON/OFF'コ 1.1 15 16 17 18 19 20 21 フフ 23 24 25 26 P5 : TS 711/811/940の
入
7 

：各シリーズのみン ． 

力 メモリーハンク
コ
ド

P6 8 
: TS 940シリーズのみ． 

マ 百売 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 7 メモリーチャンネルン み I I I F I I 
P7 

ド s引 l一一一一」一一 I I 一一上一
PS 11 TX/RX 

し 1,1 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 P9 2 MODE 
コ FUNCTION 
て7 PIO 3 

./ Pll l ¥ SCANのON/OFF
ド

Pl2 : SPLITのON/OFF'
フ 3 1 5 6 7 8 9 10 11 12 13 TONEのON/OFF

I I I F I Pl 
Pl3 

: TS 81 1シリーズのみ
出 応、 : TONE周波数
力 空E主' 1-1 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 Pl4 14 

: TS 81 1シリースのみ
コ コ 仁｜ P2 

I _L___l I P3 I l P4 I P5 I P6 I 
て7 マ 13 

OFFSET 
Pl5 

TS 81 1シリーズのみノ ／ 27 28 29 31 31 32 33 34 :l5 3日 37 38 39 

ド ド 仁P7 I P8 j P9 JP10JP11JP12Jp13J PH  I Pl s [ : J 

TS 711/811の各シリーズの場合，ステソフ。周波数を変えた時， VFO, UP/DOWNスイッチ，スキャンなどで周波数を変え

角ヰ るまでステ yプ周波数は変わりません。
説
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圧E LOCK 
該当機種 TS 680/711/811/940の各シリーズ パラメータ！ 書式 ｜ パラメータの機能

機
LOCKのON/OFFおよび読み出し Pl (LOCKのON/OFF

青色

吾r疋ii?-π三「．. 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I L I K I Pl I ; I 
コ
マ

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ド
コ
ー'7 壬日Y土1: 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン み I L I K I ; I ド 1也
し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
:::I 

ーマ
ン
ド

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 1芯 I L I K I Pl l ; I 
力 'co 川内「 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
てず てr
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解
説
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(IQ] LOCAL 

該当機種 TS 940シリーズ 書式 ！ パラメータの機能

機能

MEMORY CHANNEL, SSB SLOPE TUNE, TX, VBTなどの操作をセット側

でできるようにする。

F疋設~ 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I L , 0 I ; I 
コ
て才

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ド
コ
てr 言売 2 3 4 5 6 7 8 9 IO II 12 13 
ン み しィ／｜ド l:H 
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 ＝ョ
7 
ン
ド

2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 

出 応、 ｜，／イ／｜
力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
ー7 7 

ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

VB, SL, SH, MC, TXの各コマンドを実行すると，これらの機能はセット但ljで操作できなくなります。 LOのコマンドを

解 実行するとセット側で操作可能となります。
説
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匝=:illMEMORY CHANNEL 

該当機種 TS-680/711/811/940の各シリーズ パラメータl書式 ｜ パラメータの機能

機能
メモリーチャンネルの設定 Pl 8 ：メモリーパンク

I TS 940シリーズのみ

P2 7 ：メモリーチャンネル2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
設 I M I C I Pl I I I r疋i三－－ P12 
コ

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
て7

入 ン
力 ド
コ
一才 圭tヨ7士i: I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン み ！／イ－ 1ド 出
し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 2S 26 
二I
ーマ
ン
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 応、 レィ－－－－－－－－－－ 1

力 主L主a 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
マ マ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

TS 940シリーズの場合，コマンドを実行すると，メモリーパンクスイッチの切り替えができなくなります。（LOコマンド

解説
を参照）
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匝EMODE 
該当機種 TS 680/711/811/940の各シリーズ パラメータ｜ 書式 ［ パラメータの機能

機能
MODEの設定 Pl 2 i MODE 

設r疋i「・
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I M I D I Pl I ; I 
コ
マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ド
コ
ーマ 壬日7土C 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン み ｜／子／｜
ド 出
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 二I
「＜

ン
ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 応、
｜／デ／｜

力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
｝マ マ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解説
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国E MEMORY READ 
該当機種 TS 680/711/811/940の各シリーズ パラメータl書式 ［ パラメータの機能
メモリーの読み出し Pl 9 スプリソト指定

機能
P2 8 メモリーノfンクスTS-940シリーのみ

r壬疋＂＂尺E噌. 
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 P3 7 ：メモリーチャンネル

レィ／｜ P4 4 ：周波数コ
マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 ZS 26 

P5 2 : MODE 
入

． 
ン

力 ド
TメシSモリ6リー80ーズ/7ロの11ッみ/8ク1ア1のウ各トコ PG 10 

マ 号匝7士I I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン み I M I R I Pl I P2 I P3 I ; I TONE ON／リOーFFスド 出 P7 1 
し 14 15 16 17 18 19 zn 21 22 23 24 25 26 TS-811シ のみ
二1

: TONE1周シ波リ数ーーマ
P8 14 

，ノ TS 81 ズのみ
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 pg 13 OFFSET 

I M I R I Pl I P2 I 
TS 811シリーズのみ

応、
P3 I P4 I 

出
力 空レ空」 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ I P5 I PG I P7 I P8 I pg I ; I 
マ ヤ亨

ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

メモリーが空きチャンネルの時，すべてのパラメータが0になる。

解説
TS 680シリーズの場合，区間指定チャンネルの下限周波数は Pl=0として，上限周波数は Pl=1として読み出す。
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国]JMEMORY SCAN 

該当機種 TS 940シリーズ パラメータ！ 書式 ｜ パラメータの機能

機ij巨

メモリースキャンスイッチの ON/OFFおよび読み出し Pl 1 －メモリースキャンの

! ON/OFF 

j刃号詰p」1~三~ 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I M I s I Pl I I 
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
で司F

入 ン
力 ド
コ
マ 言売 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン み IM I s I ; I 
ド 出
し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
ごZ

ーマ
ン
ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

力出
店、 I M I s I Pl I ; I 
空L立」 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
竺ミ「 てr
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解説
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匝}x]MEMORY WRITE 

該当機種 TS 680/711/811/940の各シリーズ パラメータ｜ 書式 I パラメータの機能

機能
メモリーの書き込み Pl 9 iスプリフト指定

P2 8 iメモリーパンクス
( TS-940シリーのみ

設 1 2 3 4 5 6 7 自 9 10 11 12 13 P3 7 ：メモリーチャンネル
r疋i喰
I M I W I Pl I P2 I P3 I P4 I P4 4 ；周波数コ

マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
P5 z MODE 

入 ン I P5 I P6 I P7 J P8 I pg I ; I 
力 ド

TメシSモリ6リー80ース/7ロの11ッみ/8ク1ア1のウ各トコ P6 10 
てず 三ロ芦ノし三 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 ． 
ン λA ｜／「／｜
ド
出

P7 1 ( TONEの ON／ーOスF、Fのし : TS-811シリ み
ごZ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
7 

TONE1周シ波リ数./ P8 14 
: TS 81 ーズのみ

ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 pg 13 OFFSET 

｜／イ－－－－－ 1

TS 811シリーズのみ

出 応、

力 主L主」 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
マ ーマ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

(1）すべてのパラ桁Aータを間違いなく入力してください。

解説
(2）周波数の有効 がすべて0の場合，空きチャンネルに設定します。

(3)TS-680/711/811の各シリーズの場合，スプリソトチャンネルの両方が空きチャンネルの時 どちらか一方だけを書き込むと他方も同じ

周波数が書き込まれます。

(4)TS 680シリーズの場合，区間指定チャンネルの下限周波数は Pl=0として，上限周波数は Pl=1として読み出す。
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匝亙 OFFSET

該当機種 TS 811シリーズ パラメータ！ 書式 ｜ パラメータの機能

機能
OFFSETの設定 Pl 13 j OFFSET 

盲2呈刃！－Z三: 
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I O I S I Pl I ; I 
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入力
｝マ
ン

コ ド
マ 読 I 2 3 4 5 6 7 8 9 ID 11 12 13 
ン λA レィ－ 1ド 出
し 14 15 コ 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

ーマ
ン
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 ID 11 12 13 

出 応、 レィ－－－－－－ 1
力 生ι」史 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
てず て7

ン ン 27 28 29 30 31 32 3J 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解説
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匡亘 RIT CLEAR 

パラメータの機能式書パラメータTS 680/711/811/940の各シリーズ該当機種

RITの周波数を Oにクリアーする。
機
能

13 12 11 10 

C R 
設
定
ゴ
マ
ン
ド

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

11 10 13 12 

26 25 24 2, 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

読
み
出
し
コ
マ
ン
ド

入
力
コ
マ
ン
ド

13 12 11 10 

22 21 20 19 18 17 16 26 25 24 23 

39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 

応
答
コ
マ
ン
ド

出
力
コ
マ
ン
ド

TS-680シリーズの場合，このコマンドを使用すると， RITつまみの位置と異なった RIT周波数になります。再度， RITつ

まみを回すと，その位置に対応したRIT周波数になります。解
説
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匡E巨E RIT U附 ITDOWN 

該当機種 TS-680/711/811/940の各シリーズ パラメータ1 書式 I パラメータの機能

機
RIT周波数の UP/DOWN

設r刃ム三ー，
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
R...l2 ｜｜ RU  

コ
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 てず

力 ン

コ ド
マ

日戸JC 5 日 9 10 13 
ン

1 2 3 4 6 7 11 12 
み
レ巧／｜ド 出

し
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ

ーマ
ン
ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 応 レィ／｜
力 然p 14 15 16 17 18 19 20 21 2~ 23 24 25 2n 

コ コ
てず マ
ン ン 27 28 29 3] 31 32 33 34 35 3n 37 38 39 

ド ド

TS 680シリーズの場合，このコマンドを使用すると， RITつまみの位置と異なった RIT周波数になります。再度， RITつ

解説 まみを回すと，その位置に対応した RIT周波数になります。
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匡E RIT 
該当機種 TS-680/711/811/940の各シリーズ 書式 I パラメータの機能

機
RITスイッチのON/OFFの設定 Pl 1 1 RITのON/OFF

古巨

壬r刃ロム1I三1, ー，
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 

I R I T I Pl I ; I 
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
てず

力
ン

コ
ド

てf ニ日7土1: I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 
ン み

！／子／｜ド 出
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 工ヨ

ーマ
ン
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 応、
｜／イ－－－－－－－－－－ 1

力 空レ交a 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
ヤマ マ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解
説
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匡ヨヨ巨E RX/TX 
該当機種 TS 680/711/811/940の各シリーズ パラメータの機能

機能
RX・・・受信状態にする

TX・・・送信状態にする

吾r疋且ムz: 
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
RX  

l I TX  

コ
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
て7

力
ン

コ ド
マ 号ロ凡去 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
ン み

しィ－－－－－－－ 1ド 出
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 ::::1 

てf

/ 

ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 JZ、
｜~／イ／｜

力 然~ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
マ て＜

ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

TS-940シリーズの SENDスイッチは必ず、RECにしておいてください。

角平
5見
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匡三日 SCAN

該当機種 TS 680/711/811/940の各シリーズ パラメータl書式 ｜ パラメータの機能

機能
SCANスイッチの ON/OFFの設定 Pl 1 ¥SCANのON/OFF

設定
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I s I C I Pl I ; I 
コ
て7

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力
コ
ド

てr E売 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
ン み

レィ／｜ド 出
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
とゴ

ーマ
ン
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 応、 ｜／イ－－－－－－－－ 1

力 受島－丈' 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
てず てr
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解説
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匡HJ[§}J SSB SLOPE TUNE HIGH/SSB SOPE TUNE LOW 

該当機種 TS 940シリーズ パラメータ｜ 書式 ｜ パラメータの機能

機能
SSB SLOPE TUNEの帯域幅の設定および読み出し Pl 12 ；帯域周波数

設定
1 z 3 4 5 6 7 8 9 IO 11 12 13 

きぞ Pl ｜，｜ 
コ

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ーマ

力
ン

コ
ド

ー＂＇＜
畳EフtC 1 2 3 4 5 6 7 8 日 IO 11 12 13 

ン み
三S且L ｜｜ ド 出

し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
::J 

ーマ
J〆

ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 IO 11 12 13 

出 応
主5且L Pl ｜；｜ 

力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
てr てr
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

コマンドを実行するとセ 7 ト側で SSBSLOPE TUNEの操作はできなくなります。（LOコマンド参照）

解
説
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匡E SPLIT 
該当機種 TS 680/711/811/940の各シリーズ 書式 I パラメータの機能

機能
SPLITのON/OFFの設定 Pl 1 j SPLITのON/OFF

i19: I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

r疋~三－ I s I p I Pl I ; I 
コ
てf

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ド
コ
V二F ニEフ士I 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン h レ〆lド 出
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ
て7

ン
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 店、 l~I 
力 んI什二1 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
7 マ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解
5見
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[[TI STEP 

該当機種 TS川 8110)各シリーズ パラメータ｜書式 lパラメータの機能
・－

機能 STEPスイッチの ON/OFFの設定 Pl j 1 j STEPのON/OFF

E壬E出 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

定 ls I T I Pl I ; I 
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入カ マ～ヤ ! I I I 

コ
マ読 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

主主 ｜／〆l
主 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出応 ｜／イ－－－－ 1

力答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

マコ マコ I I I I I I I I I I I I I I 
ンン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ドド I I I I I 

解
説
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巨E TONE NUMBER 
該当機種 TS 811シリーズ 書式 ｜ パラメータの機能

機
サブトーン周波数の設定 Pl 14 ) TONE周波数

官E

号r刃ロJム~三L ー．
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I T I N I Pl ｜；｜ 
コ
て7

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力
コ
ド

てr
ニaJr. I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 

ン み
レィ勺ド 出

し
工1

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

ーマ
ン
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 

出 応 ｜／イ－－－－－－－－－－ 1

力 ：二＇~ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
で＜ て7

ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解
説
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巨亘 TONE

該当機種 TS-811シリーズ パラメータ｜ 書式 ｜ パラメータの機能

機
TONEスイッチの ON/OFFの設定 Pl 1 : TONEのON/OFF

ム目レE 

設
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

r刃L三， I T I O I Pl I ; I 
コ

14 15 16 17 18 19 20 21 22 2] 24 25 26 

入
ーマ

力
./ 

コ
ド

ーマ 百売 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 

ン み
｜／イ，，，，－I 

ド 出
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ
? 

ン
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 

出 応、 ｜／イ／｜
力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
7 ーマ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解
説
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@J  VBT 

該当機種 TS-940シリーズ 書式 ［ パラメータの機能

機 VBTの帯域幅の設定および読み出し Pl 12 帯域幅
ム目hto 

設
I 2 3 4 5 6 7 自 9 10 II 12 13 

｛ 疋 I V I B I Pl I I 
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ーョF

力 ン

コ ド

7 ニ日7土[ I つ 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン み
I V I B I ; I ド 出

し
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ

ーマ
ン
ド

1 ワ 3 4 5 6 7 日 9 10 11 12 13 

出 応、 I V I B I Pl I I 
力 受ι主」 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
てr マ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

コマンドを実行するとセ y ト側で VBTの操作はできなくなります。（LOコマンドを参照）

角平
説
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区EVOICE RECALL 
該当機種 TS 711/811/940の各シリーズ 書式 ｜ パラメータの機能

機能
VOICEスイッチを ONにする。

設定
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

IV I R I ; I 
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
マ

力
ン
ド

コ
マ 言売 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン み レィ／｜
ド 出
し
::r 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

7 

ン
ド

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 1る ~I 
力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
マ ．マ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

音声合成ユニット VS-1（別売）を取り付けた時に動作します。

解説
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区EXIT 
該当機種 TS-940シリーズ、 書式 ｜ パラメータの機能

機能
XITのON/OFFの設定 Pl 1 ¥XITのON/OFF

設F疋ム三， 
l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

I X I T I Pl I I 
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
てず

力
ン

コ
ド

マ 三日二7土C I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

ン み l~I ド 出
し 14 15 16 17 18 19 2] 21 22 23 24 25 26 
工ヨ

ーマ
ン
ド

l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

出 庄、 ｜／イ／｜
力 然p 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

コ コ
マ てず

ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド ド

解説
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5.回路図
(X57-l 160-00,01,02) 

F：戸竺－一言！「一一一一一ロZたi=i=~ナぷア「！一一一一一寸

r l止ずd探Hr:犬J L. ~~； 1 _J_ 具u,_ _ I IF一10AI YES I 39!1 I X57-116口－ooI 

ヰト1~－~·：－＿___ J 引い二i1 1 ~↓長 T
、， u,i,, ,J』w当＜

0 

N 

9600 300 。＝

19200 CLR 

38400 CP LI 100刻

R3 
100 

0 ． 
0 

R4 
100 

－0
・0
占
〒

14胃
同一
U

,,  T 「一一 ,, 巴I ;1 Iε I I I 
一ぷいII' ' ｜一一一一一一一」

I I I 正卦！日IT;1ffif'
L一一一一一一一斗 i~：；山。

一0
・0
宇
l
l官

マ一
U

0

．0 ＝ll骨
一一U

CLK 

WR TXD 

IF-1 OA/1 OB/1 OC 
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